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1ま え が き

近年,放牧地に対する種々の技術が開発され,導入され
て来ている。多肥集約技術もそのうちの一つであるが,そ
れに伴う諸間鳳 月Lち ,ミ ネラルアンパランスによる疾病,

N過多による弊害が大きな問題となってきた。

故に,従来の様なただ単に牛体の増体のみに主眼点をお
いた「 草量と牧養力」の草作りから,最近では牛の生理的

面でのメランスをも考慮にいれた草作リヘとその考え方も

変化してきている。

以上の様な理由から,既存放牧地を用い追肥の種類を変
えることによって草質の改善をはかり,産草几 嗜好性 .
ミネラル含量等にとの様な影響を与えるかを検討した。

2 試 験 方 法

1 試験区の構成
同一牧区に表1に示す処理区を設定し, 自由に採食出来

る様にした。

表 1 試験区の構成 (″/10a)

2 施肥時期
4/29,7/20,9/22に 動 施し,CaO,M8oは 4/291

回のみとした。

3 試験以前の管理法
施月田甦はN― P2o5-K20-M80各 ス0-40-7o-15
″/10a. 牧養力平均 480C D/ha

4 家畜頭数
黒毛和腫 威牛34頭 子牛 25頭
5 放牧回数 5月 ～ lo月  7回
6 調査,日

現存草量,採食量 採食率 (グ ラスメーター法),牧草中
のミネラル。

3試 験 結 果

1 月別現存量並びに採食量と採食率
年間を轟じて,草量が最も多かった区はK多区t N多
区>P多区>NPK欠区の順であった(図 1)。 5月 中旬
は各区ともDM均/10a当 り100り以下であったが,6月 中

旬頃が年間で最も多く,多い区でK多区の365砿 少ない

区でNPК欠区の 218り を示した。 その後徐々に減少を示
しNPK欠区は

'月
中旬から急減した。
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図 1 月別現存量並びに採食量

年間採食量は現存量とF●ltt K多区>N多区,P多区>
NPK欠区の順に多かった。
出穂期前はN多区がK多区, P多区よりも多く採食 され
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る傾向があった。出穂期後はK多区が多く採食される傾向

にあり,そ れに対してNPK欠区は 7月 上旬, P多区は 8

月中旬の採食量が多かった。

2 転牧24時間後の採食量・採食率
放牧牛の選択採食性を検討するために転牧24時間後の各

処理区の採食量および採食率を調べ,その結果を図 2,表

2に示した。
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図 6 各施肥別におけるミネラルの動向

N多用の効果が明確に示された。

P K;各処理区での一定の傾向がみとめられなかった

。a・ M8:出穂期前までは各処理区とも差はみとめられ

ないが,夏以後,NPK欠区はN多区,P多区 K多区より

も多く特にCa含量についてはその差が顕著であった。

K/ё a+MB;ぃずれの区もNPK欠 区の一時期を除いて

どの処理区でも22以下にすることが困難であった。 K多

区は夏以前は特にその値が高かった。

4 考

以上の結果をもとに若千の考察を加えると,経年草地に,

N・
'・
Kの各成分比を変えて造成しても,草中のミネラ

ル含量に大きな変化を生じさせることはできなかった。

したがって,草質改善を計る場合,造成時における土壌

改良資材の種類,精威成分比等の検討が大きな意味をもつ

ものと考えられる。

鋼間草L採 食量はN多用,K多用で多くなるのに対し

て,採食性(24時 FB5後の採食量・率)でみた場合, N多用,

NP`欠 区で高い傾向を示すのに対して, K多用の場合は

低い傾向を示した。このことは, ミネラルバランスとの関

連をも含めて,施lle成分比が採食性にかなり影響をもって

いるものと推察され今後さらに検討する必要があろう。
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図2 転牧24時間後の採食量

表2 現存量・採食量および採食率  (DMり /10a)
N多区 P多 区 K多区 NPK欠区

現 存 草 量 1,5554 1,2418 1.5∞ 2 9047

採食量

採食率

翌 日
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採食量は春は
'多
区≒N多区>NPK欠区>K多区,出

穂後期は PヽK欠区>N多区>K多区≒P多区 秋期はK

多区>N多区>P多区>NPK欠区の順に多く,年間では

N多区>P多区>K多区>NPK欠 区の順に多い傾向を示

した。

年間平均採食率ではN多区≒NPK欠区>P多区>K多

区の願であった。

以上の結果から年間 を通しての採食性をみると
N多 区

及びNPK欠 区で比較的 よく, K多区は比較的悪い傾向を

示した。

3 ミネラル含量の動向

結果は図 5に示す とおりである。

N;N多 区は 8月 を除いていずれの区よりも含量が高く
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